
社会の変化 協働のまちづくり指針

やさしさが　つながる　まちづくり

まちづくりのテーマ　「活力あふれ感性息づく芸術文化のまち　尾道」
個性をみがくまち・人が輝くまち・安らぎのあるまち

人づくり
（人材育成）

これからのまちづくりは

2．なぜ、「協働」のまちづくりが必要なの？

－5－ －6－

3．協働のまちづくりを進めていくために 

前ページのように、既に協働による事業は実施されています。
なぜ、今以上に「協働」でまちづくりを進めていく必要があるのでしょうか。

　市（行政）は「協働のまちづくり」を進めていくために次の協働の3つの柱を定め、それぞれの
指針に沿った取り組みを行っていきます。

ライフスタイル
の変化 

要因 少子高齢化 人口減少 価値観の多様化

影響

市（行政）これまでの
役割分担

これからの
役割分担

多様化する「地域の課題」や「市民二－ズ」に対応し、
市民と市（行政）が協力しあって住みやすいまちへ

市民と市
の協働

市民と市
の協働

市（行政）

市民

市民 

労働力の低下・社会保障費の増加・消費規模の縮小・税収の減少　等
住民ニーズの多様化・地域活動の担い手が減少・ご近所のつながりが希薄

地域の課題は多様に

　社会の変化に伴って、市（行政）だけでは地域の課題に対応することが難しくなっています。
　住みやすいまちにしていくため、従来からまちづくりを担ってきた町内会・区長会や、各種団体、
事業者そして市民など、地域で生活するすべての人々と市（行政）が、今まで以上に連携を深め
ながら、まちづくりに取り組んでいくことが求められています。

　「自分たちでできることは自分たちで」を基本に、それぞれが主体的に役割分担し、対等な立場で
協力しあう「協働のまちづくり」が必要となっています。

　今後はこの指針により協働のまちづくりを進めていくため、市民のみなさんや活動している団体等と市（行政）
がともに次の取り組みを行っていきます。

①市民のみなさんが協働の理解を深め、活動しやすくなるように「（仮称）協働のまちづくりガイドブック」や
　「（仮称）尾道市協働のまちづくり行動計画」を策定します。
②「（仮称）尾道市協働のまちづくり行動計画」に基づき、市（行政）の体制を整えます。
③協働の事業や成果を検証し、適宜見直しながら、よりよい協働のまちづくりを進めていきます。
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課題解決への取り組み


